
石
田
憲
先
生
を
送
る

小
林
正
弥
・
水
島
治
郎

石
田
憲
先
生
は
令
和
七
年
三
月
三
一
日
、
ご
定
年
に
よ
り
千
葉
大
学
を
退
職
さ
れ
、
同
年
四
月
一
日
に
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
す
る
『
法
学
論
集
』
特
集
号
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
先
生
の
ご
略
歴
と
ご
業
績
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
田
先
生
は
、
平
成
四
年
二
月
に
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
し
、
博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
取
得

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
九
年
一
〇
月
に
千
葉
大
学
法
経
学
部
助
教
授
に
採
用
さ
れ
、
平
成
一
二
年
一
〇
月
法
経
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
二
〇
年
四
月
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
に
配
置
換
の
の
ち
、
平
成
二
三
年
四
月
法
経
学
部
教
授
に
配
置
換
、

そ
し
て
平
成
二
六
年
四
月
法
政
経
学
部
教
授
に
配
置
換
、
平
成
二
九
年
四
月
同
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
教
授
に
配
置
換
と
な

り
、
そ
の
職
に
あ
っ
て
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
石
田
先
生
の
教
育
研
究
に
お
け
る
ご
業
績
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
田
先
生
は
法
政
経
学
部
お
よ
び
大
学
院
人
文
公
共
学
府
に
お
い
て
、
一
貫
し
て
国
際
政
治
関
連
科
目
を
講
じ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
香
り
あ
ふ
れ
る
講
義
を
受
け
た
学
生
・
院
生
の
な
か
か
ら
は
、
後
に
研
究
者
と
し
て
羽
ば
た
く
人
が
多
く
出
て
い

ま
す
。
本
記
念
号
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
学
外
の
先
生
方
も
、
講
義
そ
の
他
の
機
会
に
石
田
先
生
よ
り
薫
陶
を
受
け
た
方
々
で
す
。

献
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そ
し
て
研
究
面
に
つ
い
て
は
、
先
生
は
日
本
語
に
よ
る
単
著
書
六
点
を
は
じ
め
、
英
語
、
イ
タ
リ
ア
語
を
含
め
た
多
数
の
学
問

的
発
信
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
英
語
の
単
著
書
も
一
点
刊
行
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

石
田
先
生
の
研
究
の
柱
は
、
第
一
は
イ
タ
リ
ア
を
軸
と
す
る
国
際
政
治
研
究
で
す
。
代
表
作
と
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
期
イ
タ
リ
ア

の
外
交
政
策
を
緻
密
に
検
討
し
た
『
地
中
海
新
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
道
』、
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
と
日
本
の
関
係
を
軸
に
日
独
伊
三
国
同

盟
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
『
日
独
伊
三
国
同
盟
の
起
源
』、『Japan,Italy

and
the
Road

to
the
T
ripartite

A
l-

liance

』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
第
二
の
柱
は
、
戦
後
体
制
の
形
成
に
か
か
る
研
究
で
す
。
特
に
日
本
国
憲
法
成
立
の
問
題
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
・
日
本
と
い
う
敗
戦
国
三
国
が
直
面
し
た
、
戦
後
体
制
の
樹
立
と
民
主
主
義
の
定
着
と
い
う

重
大
な
課
題
に
ど
う
各
国
が
対
応
し
た
の
か
、
い
か
な
る
成
果
と
限
界
が
あ
っ
た
の
か
を
分
析
し
て
お
ら
れ
、『
敗
戦
か
ら
憲
法

へ
』『
戦
後
憲
法
を
作
っ
た
人
々
』
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
第
三
の
柱
は
民
主
主
義
の
「
深
化
」
を
め
ぐ
る
研
究
で
す
。
戦

時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
、
敗
戦
国
が
い
か
に
民
主
主
義
を
実
質
化
す
る
た
め
に
苦
闘
し
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
背
景
に
、『
戦
争

を
越
え
る
民
主
主
義
』
を
は
じ
め
問
題
提
起
的
な
著
書
、
並
び
に
論
文
を
刊
行
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
射
程
は
現
代
に
ま
で
及
び
ま
す
。

先
生
の
研
究
は
、
各
国
の
一
次
資
料
を
丁
寧
に
読
み
解
い
て
歴
史
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
地
道
な
研
究
を
出
発
点
と
し
つ

つ
、
二
一
世
紀
の
民
主
主
義
の
行
方
ま
で
見
通
す
幅
広
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
お
り
、
歴
史
学
と
政
治
学
の
双

方
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
踏
ま
え
て
統
合
的
に
議
論
を
展
開
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
独
自
の
国
際

政
治
史
学
を
打
ち
立
て
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

ま
た
石
田
先
生
は
、
学
内
行
政
に
お
い
て
は
、
平
成
二
一
―
二
二
年
度
に
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
長
を
務
め
た
こ
と
を
は

じ
め
、
平
成
二
七
年
度
に
は
法
政
経
学
部
入
試
委
員
長
、
平
成
二
九
年
度
に
は
大
学
院
人
文
公
共
学
府
博
士
後
期
課
程
入
試
委
員
長

な
ど
学
部
、
大
学
院
、
全
学
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
人
文
社
会
科
学
研
究
科
長
在
任
時
に
、
大
学
院
改
革
の
要
請
に
応
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え
る
べ
く
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
改
組
の
可
能
性
を
本
格
的
に
検
討
し
、
学
際
的
・
実
践
的
な
大
学
院
教
育
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
い
た
こ
と
は
、
後
の
大
学
院
人
文
公
共
学
府
へ
の
改
組
を
準
備
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
政
治
学
講
座
に
お
い

て
は
、
長
年
に
わ
た
り
講
座
主
任
を
務
め
ら
れ
、
千
葉
大
学
に
お
け
る
政
治
学
の
研
究
・
教
育
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
石
田
先
生
は
、
学
外
に
お
い
て
も
広
く
学
会
活
動
、
社
会
貢
献
に
従
事
し
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
政
治
学
会
に
お
い
て
書
評
担
当
副
主
任
を
務
め
た
ほ
か
、
社
会
活
動
で
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
「「
戦
後
七
〇
年
語
る

・
問
う
」
⑲
イ
タ
リ
ア
の
戦
後
処
理
二
〇
一
五
・
六
・
四
」
の
講
演
を
行
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
二
〇
一
五
年
九
月

一
一
日
の
コ
メ
ン
ト
や
、
第
二
六
回
憲
法
記
念
行
事
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
を
支
え
て
き
た
も
の
は
？
憲
法
施
行
七
〇
年
目
の
立
憲

主
義
〜
何
を
守
り
め
ざ
す
の
か
〜
」（
日
本
弁
護
士
連
合
会
他
主
催
、
弁
護
士
会
館
、
二
〇
一
七
年
五
月
二
七
日
）
に
お
け
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
コ
メ
ン
ト
を
引
き
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
世
界
政
治
研
究
会
を
継
続
的
に
主
宰
さ
れ
、
大
学
の
枠

を
超
え
て
多
様
な
研
究
者
が
研
究
報
告
と
議
論
を
行
う
場
を
設
け
て
き
た
こ
と
も
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
貢
献
活
動
と
し
て
特

筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
石
田
先
生
は
、
千
葉
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
、
学
内
行
政
、
学
界
・
社
会
活
動
の
多
面
に
わ
た
り
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
普
段
は
優
し
く
、
時
に
厳
し
さ
を
み
せ
る
石
田
先
生
の
静
か
な
眼
差
し
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
た
ち
は
安
心
し
て

教
育
と
研
究
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
の
今
後
の
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

石田憲先生を送る
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